
犬川河川環境整備の住⺠説明会の主な質疑応答内容について 

Q．通行区分の色分けと実行性について 

  通行区分の色分けについて、ルールを守らない人もいると思うが、市はどう

考えているか。 

Ａ. 市回答 

 色分けによる通行区分が完全に守られる保証はありませんが、最近は「自転

車通行帯」のルール等も浸透しており、無秩序にはならないと考えています。

また、散策路の入り口に自転車の速度を落とす空間を設け、また自転者が通る

ことの出来る部分を限定することで、自然に自転車を誘導できる仕組みの導入

を検討しております。 

 

Q．桜並木の維持管理について  

桜並木の維持管理について、様々な問題があるが市はどのように考えている

か。特に護岸が壊れる恐れがある場所には新たな植樹を慎重にすべきではない

か。 

Ａ. 市回答 

 桜に関しては、原則残す方向で考えておりますが、樹木医に診断を依頼し、

倒木や護岸への影響が考えられる桜については、伐木する方針です。また、護



岸を損傷させる可能性のあるその他の高木や、河川の断面（通水容量）を阻害

するような老木に関しても撤去（伐採）する方向で考えております。維持管

理、特に剪定については、道路河川課として課題として認識しており、「みどり

のサポーター制度」の活用など市⺠の皆様と協働で維持管理を進めていければ

と考えております。 

 

Q．休憩スペースの管理について  

現在、下流の張り出し歩道では、夜間のバーベキューや騒音、炭の跡などの

問題が発生しています。新たな休憩スペースができた場合、掃除や管理はどの

ように行われるのか教えてください。 

Ａ. 市回答 

 休憩スペースにおける目的外の使用（夜間のバーベキューや酒盛りなど）に

関しては、啓発看板や防犯カメラの検討、警察への情報共有も視野に問題が発

生するようであればしっかりと対応してまいりたいと考えております 。 

 

Q．照明設備について 

 今回新たに整備・増設する照明設備について、LED を使用するのか。 

 



A．市回答 

照明設備はすべて LED で設置し、暖色系の照明を採用予定です。防犯性向上

のため灯数を増やしますが、近隣住⺠の生活にも配慮し、適切な光量となるよ

う検討を進めております。 

 

Q．舗装の素材について 

 散策路の舗装について、散策路全体で統一されるのか。また素材は何を考え

ているか。 

A．市回答 

 市では、耐久性と景観に配慮した自然色の素材を塗布する工法を中心に検討

中です。⻑岡京市デザイン審査会の意見を参考にしながら、周囲に馴染む落ち

着いた色合いの舗装となるように検討を進めております。  

 

Q．堤防の雑草対策と道路への影響について 

堤防の雑草が道路側に生い茂り、通行が困難な状況があります。堤防の雑草

対策について、どのように整備を予定していますか。 

Ａ. 市回答 

 市では堤防部分をコンクリートで覆う工法を検討中です。景観に配慮し、模



様を施したコンクリートを採用することで、雑草の繁茂を抑えつつ維持管理の

負担軽減・費用削減を進めてまいります。 

 

Q．整備される植栽の維持管理主体について 

整備される植栽について、今後の維持管理主体はどこになるのか。 

Ａ. 市回答 

 新しく整備する樹木や植物の管理主体は市となりますが、市だけの維持管理

には限界があるため「みどりのサポーター制度」の活用など市⺠の皆様と協働

で維持管理を進めていければと考えております。 

 

Q．工事スケジュール・時間帯の通行規制について 

改修工事の期間や実施時間帯（夜間、昼間など）、また工事期間中の散策路

の通行可否について教えてください。 

Ａ. 市回答 

早ければ今年度末に工事着手を予定しています。対象範囲が広いため、3〜4

年かけて区間ごとに整備を進めます。舗装工事では一部通行止めが必要となり

ますが、原則対岸を通行いただけるように配慮いたします。ベンチ設置や植栽

整備は歩行空間を確保しながら進める予定です。具体的な規制内容は施工業者



との調整次第ですが、市として通行止め期間を短縮するよう努めます。工事は

原則平日の昼間に行い、夜間や土日の作業が必要な場合は事前に周知した上で

工事を実施します。 

 

Q．整備スパンについて 

 今回一⻫に整備した後、この環境を 20 年、30 年という⻑期的なスパンで維

持していく計画なのか、どれくらいの期間を見据えた設計なのかを教えてくだ

さい 。 

Ａ. 市回答 

 自動車が通る道路であれば 10〜20 年で舗装の更新が必要になりますが、今

回の整備箇所は自転車や歩行者専用のため、散策路の寿命について 20〜30 年

以上を考えております。⻑期間にわたり良好な状態を維持できるスパンを見据

えて整備を進めてまいります。 


